
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 初めての最上町探訪。 
 ７月 9 日（木）、１学年が「前森高原」に行ってきました。梅
雨の時期で雨ばかり続いていましたが、日頃の行いが良いせい
か、久しぶりに雨が上がり、絶好の探訪日和。大河ドラマに出演
した馬にも会うことができました。 
前森高原や馬の歴史等について学ぶことに加えて、乗馬も体験

させて頂きました。例年の楽しい行事がことごとく中止となり、
授業ばかりの日常にどんよりしていた生徒たちも、友達と自然を

満喫しながら楽しく過ごすことができたためか、とてもいい笑顔
を見せてくれました。 
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【 教育スローガン 】 

どの生徒も伸ばす、 
伸びる生徒はさらに伸ばす。 

『トピックス』コロナ禍で「親子ふれあい大運動会」をはじめとする多くの楽しい行事が中止となり、

生徒達に疲弊感が感じられ始めたとき、豊かな自然と温かな地域の皆様に心癒されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7 月 30 日（木）、NTT ドコモの講師をお招きして「情報モラル

講座」を開催しました。SNS に係る技術革新が激しく進み、目に見

えない多様な落とし穴が点在し、誰でも被害者になったり、気が付か

ないうちに加害者になったりする可能性があり、予測困難な時代で

す。筆者も詐欺メールが届いたり、娘から送られてくるスタンプの意

図が分からなかったりすることが度々です。短文のやり取りも理解で

きないことが多く、時として憂鬱になってしまうこともあります。 

 生徒諸君は今後 SNS なしで生きてはいけないことでしょう。だか

らこそ対面での交流を大切にしてより丁寧な関わり方を心がけ、誤解

されても解消しやすい人間関係の構築に努めてください。 

最上校では「進学」「福祉」「教養」の 3 コース制
教育課程（授業）を実施しており、特に「教養コース」
では多様な野外活動を体験できる機会が設定されて
います。 
今年は新型コロナ感染症予防対策として屋内での

球技等が制約され、他校においてはエネルギーを持て
余している生徒も多い中、最上校生は地域の方々と触
れ合いながらグランドゴルフをしたり、竹とんぼを創
って飛ばしたり、アユ焼きに挑戦したり、屋外での楽
しい時間を過ごしています。 

２ コロナに負けず野外活動を楽しんでいます。 

 7 月 22 日（水）、定期考査終了後に火災を想定した避難訓練を実

施し、消防署の方から「お（押さない）・は（走らない）・し（喋ら

ない）・も（戻らない）」の 4 つを守り、迅速に避難することの必要

性について指導して頂きました。 

昨今、様々な災害が生じており、お亡くなりになった方や疲弊され

ている方がたくさんいらっしゃいます。人災を引き起こさないように

改めて気を引き締めるとともに、現在被災されている方々に想いを寄

せながら、いざという時に十分備え、各々の安全を守り合っていきま

しょう。また、先日の大雨の影響で多くの方々が困っています。ぜひ

若い力を発揮して近隣のお手伝いに取り組んでみてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６「同窓会評議員会」が開催されました。 
 同窓会の皆様には、ステージ天幕寄贈、文化祭での模擬店出店、生徒会への補助金拠出

等、物心両面にわたって常々御支援頂いております。昨年度総会では「令和 2 年度から総

会を新卒同窓生激励の場にすること」が承認され、卒業生も大変楽しみにしていました。 

そのような中、コロナの影響で今年度総会は残念ながら中止となり、８月３日（月）、

評議員会で新役員、活動計画、予算案等について慎重な審議が行われました。役員改選期

を機会に永くお勤め頂いた石原会長がご勇退され、菅孝さんが新会長にご就任、卒業記念

品新設や東京同窓会への新卒者招待調整などについて承認されました。（詳細は最上校ＨＰ掲

載予定）コロナ収束の暁にはぜひたくさんの卒業生が集い、在学中の思い出や卒業後の生活

等について語り合いたいものです。卒業生のご活躍と同窓会のご発展を祈念申し上げます。 

７「最上校振興会総会」が開催されました。 
7 月 21 日（火）、本年度新規に設立された「学校魅力化に係る

地域連絡協議会」の第一回会合も兼ねて「最上町振興会総会」が開

催され、多くの方々にお集まり頂きました。 

座席間隔を充分に確保したりグループ討議の際にはフェイスシー

ルドを着用したりするなど、コロナウイルス感染予防を徹底し、最

上校の魅力向上に向けて貴重なご意見をたくさん頂戴できました。 

また、総会直後の「学校評議員会」でも最上校教育活動に対する高い評

価や、職員への激励のお言葉を多数頂戴し、職員一同、一層充実した教育

活動推進に向けて決意を新たにすることができました。 

たくさん頂戴したご意見の中から一部のみ紹介いたします。 
◆最上校の最大の価値は“触れ合う場”を持っていること。地域の方々や子ども

達と触れ合える機会は大変ありがたく、触れ合える機会を拡充して欲しい。 

◆中学時代に様々な問題を抱えて苦しんでいた生徒達が最上校では殆ど休まず

に登校できていることは中学生や保護者にとって大きな魅力である。 

◆地元開催予定のインターハイに向けてスキー部活動を一層支援すべきだ。 

５ 涼しい環境で効率的な進路学習 
 臨時休業で学習をはじめ各種計画が１か月程度遅れており、最上校

では夏休みを２週間短縮して対応していますが、やはり夏は暑い。山形

県では特に３年生の進路活動に配慮して、冷房完備施設での校外学習

を支援することになり、週 2 回、町内「保養センターもがみ」を利用

させて頂いています。また、夏休み期間中も 8 月 19 日から 21 日ま

での 3 日間、「３年夏季講習」を町中央公民館大ホールで実施する予

定です。山形県や最上町、町内の皆様から賜る温かな御支援を肌で感じ

ながら、３年生は自ら未来を切り拓くべく元気に奮闘中です。 

◆限られた時間を意識して効率的に取り組む必要があり、新しい価値を求

める前にこれまでの取組みや伝統に自信を持ち拡充に努めて欲しい。 

◆最上町の自然や産業を活用して町の知名度向上に協力して欲し
い。一層相互協力し合えば互いの魅力向上につながるはずだ。 

◆「全ての生徒を伸ばす」教育方針を中核に据えて特別支援教育を
一層充実させて欲しい。 

◆バイオマス活用や農作物提供など探究活動を支援してはどうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 
【 ８ 月 】 

6 木 「ジモト大学」 

  Web ｼｽﾃﾑ操作研修 

7 金 1 学期終業式 

8土 学校説明会(登校日) 

9 日 夏季休業(～26 水) 

13 木 学校閉庁日 

14 金 学校閉庁日 

19 水 3 年生夏季講習 

(～21 金) 

24 月 代休(8/8 分) 

27 木 2 学期始業式 

      課題テスト 

28 金 課題テスト 

    生徒会選挙公示 

《介護職員初任者研修 1 日》 

6 木,11 火,12 水,17 月 

18 火,20 木,21 金,24 月 

【 ９ 月 】 

3 木 3 年生面接指導③ 

4 金 生徒会選挙.演説会 

5土 登校日(地域貢献日) 

     3 年生 PTA 面接指導会 

   1,2 年生学年行事 

8 火 一斉委員会 

10 木 眼科検診 

11 金 進路激励会.壮行式 

12 土 地区新人大会(～13) 

14 月 代休(9/5 分) 

【編集者コラム】・・新型コロナウイルス感染症との闘い③・・ 
このところ明らかに感染拡大傾向にあり、ついに岩手県でも初めての

感染が報告されました。当初から岩手県知事も心配されていましたが、差

別等で辛い思いをされないことを祈るばかりです。 

さて、感染予防と経済活動維持の両立に向けて様々な対策が実施され

ていますが、「卒業式を縮小せざるをえなかったこと」「各種大会を中止

せざるをえなかったこと」がどうしても頭からはなれません。関係者の熱

心なご努力により各地で代替え大会等が開催されてはいますが、当然例

年通りの緊張感を選手諸君に体験させてあげることはできません。 

今回の感染症に係り多くの方が疲弊し、困難を抱えられている中、懸命

に耐え、頑張り続けられている背景には、「我慢している子ども達に比べ

れば…」という優しい想いがあるものと確信しています。（文責 教頭酒井） 

９ 最上校ＨＰでお楽しみください。 
生徒達の元気な姿を是非御覧ください。http://www.shinjokita-h-b.ed.jp 

芥川賞受賞作「首里の馬」 高山羽根子 著 

沖縄県の那覇市が舞台。かつて沖縄にあった琉球

競馬と現代の女性の生き方が交錯する作品。 

芥川賞受賞作「破 局」 遠野 遥 著 

肉体的にも知的にも優れた大学生が2人の女性を

行き来する話。 

直木賞受賞作「少年と犬」 馳 星周 著 

傷つき、悩み、惑う人々に寄り添っていたのは 

一匹の犬だった。震災で職を失った和正は認知症の
母とその母を介護する姉の生活を支えようと、犯罪
まがいの仕事をしていた。ある日和正は、コンビニ

で、ガリガリに痩せた野良犬を拾う。 
多聞という名らしいその犬は賢く、和正はすぐに

魅了された。多聞を同行させると仕事はうまくい
き、多聞は和正の「守り神」になった。だが、多聞
はいつもなぜか南の方角に顔を向けていた。多聞は
何を求め、どこに行こうとしているのか？犬を愛す
るすべての人に捧げる感涙作！ 

８「出前講座」で地域貢献！！ 
 「地域を支え、地域から愛される最上校」これは本年度最上校経営方針の大項目です。 

これまで地域の皆様から様々な御支援を頂戴する一方、生徒達も最上祭りをはじめ各方面

で恩返しさせて頂いていることを踏まえ、一層主体的な表現に改定いたしました。 

そのような中、生徒を支える職員も持てる専門性を発揮して少しでも地域に貢献させて

頂きたく、中学生や保護者の進路学習会等にご利用頂く「出前講座」を実施しております。

既に最上中の進路学習会や舟形中の保護者会でご利用頂き一定の評価を頂戴しております

ので、ご要望される皆様はぜひ最上校までお問い合わせください。 


